
 
 

検討項目試案(政務活動費)について各会派から出された意見 

 (平成 27 年 10 月 13 日 第４回議会改革検討委員会) 

１ 政務活動費の使途の透明性を高める方法について 

（１）収支報告書および添付書類の充実について 

 

項 目 内 容 

意    見 

自由民主党 
滋賀県議会 
議員団 

チームしが 
県議団 

日本共産党 
滋賀県議会 
議員団 

良知会 
公明党 
滋賀県議団 

①視察等に係る報告

書の作成、提出 

・報告書の作成、提出を義務

付けるかどうかについて 義務付ける 義務付ける 義務付ける 義務付ける 義務付ける 

・作成が必要な視察等の範囲

について 

 

・海外 

・県外 

 

・海外 

・県外 

 

・海外 

・県外 

・県内 

 

 

・海外 

・県外 

・県内 

 

 

・海外 

・県外 

・県内 

 

【主な意見】 
・報告書には、視察等の日程、目的、内容を記載し、概ね１枚程度にする。 
・海外での活動については、詳細な報告も必要。 

 

資料１－１ 



 
 

１ 政務活動費の使途の透明性を高める方法について  

（１）収支報告書および添付書類の充実について 
 

項 目 内 容 

意    見 
自由民主党 
滋賀県議会 
議員団 

チームしが 
県議団 

日本共産党 
滋賀県議会 
議員団 

良知会 
公明党 
滋賀県議団 

②成果物、契約書の

添付 

・収支報告書への添付を義務

付けるかどうかについて 義務付ける 義務付ける 義務付ける 義務付ける 義務付ける 

・添付する書類の範囲 

 

・成果物 

 

・成果物 

・契約書 

(参考資料として) 

 

・成果物 

・契約書 

 

・成果物 

 

 

・成果物 

・契約書 

【主な意見】 
・県政報告紙については、現物を添付し、委託の成果物については、概要がわかるものを添付する。 

・委託については、疑念が持たれないように、委託先と委託元がリンクしていることが必要。 

 
 



 
 

１ 政務活動費の使途の透明性を高める方法について 

（１）収支報告書および添付書類の充実について 

 

項 目 内 容 

意    見 

自由民主党 
滋賀県議会 
議員団 

チームしが 
県議団 

日本共産党 
滋賀県議会 
議員団 

良知会 
公明党 
滋賀県議団 

③購入書籍名の記載 ・全ての書籍名を記載するか

どうかについて 記載する 記載する 記載する 記載する 記載する 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

１ 政務活動費の使途の透明性を高める方法について 

（２）収支報告書等の公開について 

 

項 目 内 容 

意    見 

自由民主党 
滋賀県議会 
議員団 

チームしが 
県議団 

日本共産党 
滋賀県議会 
議員団 

良知会 
公明党 
滋賀県議団 

①公開の方法 
・インターネットでの公開

を実施するかどうかについ

て 
実施する 実施する 実施する 実施する 実施する 

②公開する書類の範囲 
・インターネットで公開す

る場合の公開書類の範囲に

ついて 

 
・収支報告書 

 
・収支報告書 
・領収書 

 
・収支報告書 
・領収書 
（作業量や問合

せへの応対事務

の量等を勘案し

て対応） 

 
・収支報告書 

 
・収支報告書 
・領収書 
（事務的に可能

か、費用的な面も

考える必要があ

る） 

【主な意見】（領収書について） 
・図書室で公開している物のすべてをインターネットで公開する必要はない。 
・すでに公開している議会があるので、その後に議論しているなかで、やらないという選択肢はない。 



 
 

 ２ 政務活動費の使途基準について 

（１）按分率の設定について 

 

項 目 

意   見 

自由民主党 
滋賀県議会 
議員団 

チームしが 
県議団 

日本共産党 
滋賀県議会 
議員団 

良知会 
公明党 
滋賀県議団 

①按分率の上限を設けるかどうかについて 

 

現行の取扱い

のままとする 

 

実態の証明が

できない場合

に設ける 

 

一律に設ける

のは難しい 

 

設ける 

 

設ける 

②上限の設定方法について  １／２  １／２ 個々に定める

方がよい 

【主な意見】 
 ・実態を証明できる場合には、特に上限を設ける必要はない。 
・100％充当しないのであれば、２分の１で上限を設ける。 
・個々の具体的な問題で、ケースバイケースでやるべきで一律に設けるのはなかなか難しい。 
・それぞれの議員が常識の範囲内でやってきたので、ひとつひとつ決めることは難しい。 

 


